
ー
頃
「
寸
ー

まつのやま⑯

キツネとわたしおのづかゆうやくん
ンボ

おのづかかおりさん

火
事
・
救
急
は

　
い
ざ
と
い
う
と
き
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
話
せ
な
い
も
の
で
す
か

ら
、
自
分
の
家
の
住
所
・
付
近
の

目
標
物
を
記
入
し
た
紙
を
、
電
話

機
の
近
く
に
貼
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
次
の
事
を
お
ち
つ
い
て
話
し
て

おのづかしゅんすけくん

一
一
九
番

く
だ
さ
い
。

○
火
事
・
救
急
の
区
別

o
部
落
名
と
目
標
と
な
る
建
物
等

○
事
故
や
病
気
の
種
類

○
患
者
の
数
・
性
別
・
年
齢
等

○
患
者
の
容
態
（
意
識
・
呼
吸
等

　
の
有
無
）

“
あ
わ
て
ず
　
急
が
ず
　
正
確
に
”

こ
よ
み

銭暢，

㈱

おのづかひろみさん　おともだちとわたし

翫
、
弊
、

“博、

、
、
鞠

“
躯欝

欝
難

お兄ちゃんとボクとゆきだるま

編
集
後
記

▼
2
月
の
で
き
ご
と

5
日
　
第
4
0
回
松
之
山
ス
キ
ー
大
会

16

H
　
選
挙
管
理
委
員
会

20

日
　
確
定
申
告
相
談
開
始

26

日
　
各
小
学
校
ス
キ
ー
大
会

27

日
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
卒

　
　
業
式

28

日
　
農
業
委
員
会
総
会

▼
3
月
の
予
定

i
日
　
議
会
運
営
委
員
会

7
日
　
3
月
議
会
定
例
会
（
m
日

　
　
ま
で
）

14

H
　
松
之
山
・
浦
田
中
学
校
卒

　
　
業
式

25

H
　
町
内
各
小
学
校
卒
業
式

26

H
　
第
6
回
松
之
山
温
泉
ス
キ

　
　
　
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

28

H

　
「
ほ
テ
ぎ
々
ど
が
が
で
っ
か
く

な
っ
て
い
る
す
け
、
取
り
に
い
ご

ぜ
」
　
「
み
ザ
ぎ
郁
も
へ
え
出
る
ん

め
え
か
の
お
」
。
こ
ん
な
会
話
が

あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
一
の
豪
雪
地
と

言
わ
れ
る
松
之
山
に
も
、
こ
ん
な

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
え
。
平
成

元
年
の
少
雪
。
い
つ
ま
で
も
語
り

継
が
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
学
校
も
卒
業
の
時
期
を

迎
え
、
も
う
少
し
で
故
里
を
離
れ

る
方
も
沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
。

松
之
山
の
良
い
所
を
頭
に
ぎ
っ
し

り
詰
め
込
ん
で
、
新
し
い
所
へ
行

っ
て
も
く
じ
け
ず
、
頑
張
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
た

よ
う
で
す
。

厘
行
／
松
之
山
町
奪
・
－
－
暴
／
議
△
云
事
圖

一
広
報
ま
つ
の
や
ま
平
成
元
年
3
月
号

晒、

広報

■9894月号（N、158）

、
縫

蝋
　　　、　　　｛　　　ゴ　　　，　許

　　　甥　　　や

・一’塞〆

慧
薫
饗

箋
斗

噂

釦哨転獅。

噸

鱒

夢

4
、

、
儀
．

　
　
‘
義ノ翻

、

“
　
？

㎏
、
織
罫

←

犠蓋《

塾
で
ー

3
月
26
日

松
之
山
温
泉

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

好
天
に
恵
ま
れ
、

二
〇
〇
〇
人
も
の

人
で
に
ぎ
わ
う
。

か
わ
い
い

ぬ
い
ぐ
る
み
に

子
供
た
ち
も

う
れ
し
そ
う
。
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一般会計予算決まる！

　
三
月
定
例
議
会
が
七
日
か
ら
九

H
ま
で
の
、
二
日
問
開
催
さ
れ
、
平

成
元
年
度
の
町
乎
算
な
ど
二
十
二

議
案
に
っ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
一
般
質
問
に
は
七
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
町
長
の
考
え
方

を
質
（
た
だ
）
し
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
の
町
予
算
は
前
年

度
当
初
チ
算
よ
り
八
、
七
八
八
万

七
千
円
、
率
に
し
て
、
二
・
九
％
滅

の
二
一
億
六
、
．
．
一
四
九
万
κ
ト
円

と
、
い
わ
ゆ
を
緊
縮
型
の
曇
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
年
々
増

え
続
け
る
町
債
の
額
を
出
』
米
る
だ

け
抑
え
、
借
金
の
返
済
（
公
債
費
）

を
L
廻
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た

事
に
よ
る
も
の
で
、
来
年
度
に
チ

定
し
て
い
る
松
之
山
診
療
所
・
湯

本
共
同
浴
場
の
改
築
と
い
う
大
事

業
に
備
え
て
の
事
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
人
き
な
事
業

と
し
て
は
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
整
備

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
年
と

来
年
の
ニ
カ
年
で
グ
ラ
ン
ド
・
管

理
棟
・
照
明
施
設
・
駐
車
場
等
を

建
設
・
整
備
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
約
八
下
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
一
．
～
三
年
暖
冬
で
非
當
に

世
し
や
す
い
冬
と
な
ぞ
い
ま
す

が
、
ま
た
い
つ
大
轡
に
な
る
と
も

限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
年
度
二
、

八
O
O
万
円
で
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

車
を
一
台
購
人
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
水
梨
部
落
に
待
望
の
集
落
開

発
セ
ン
タ
ー
が
一
、
八
O
O
万
円

の
予
算
で
建
築
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

町
道
東
川
・
L
蝦
池
線
の
橋
を
含

め
た
改
良
工
事
が
、
本
確
的
に
始

　
　
　
ユ
　
の

ま
り
ま
り

　
条
例
関
係
で
は
、
松
之
山
町
税

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど

九
条
例
の
変
更
が
提
出
さ
れ
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
六
回
目
に
あ
た
る
一
般
会
計
の

補
正
、
町
道
路
線
の
変
更
、
町
農

業
共
済
損
害
評
価
会
委
員
の
選
任

な
ど
が
審
議
さ
れ
、
三
H
間
で
終

了
し
ま
し
た
。

今年度事業の目玉「
◎町民グランドを2力年で整備

◎松之山診療所・湯本共同浴場新築の設

計に着手

◎大雪に備えロータリー除雪車1台購入

◎水梨部落集落開発センター建設

癖騨

新しい町農業共済損害評価委員

湯
本
貯
湯
タ
ン
ク
改
修
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

兎
口
露
天
風
呂
便
所
改
修
工
事
及

び
テ
ン
ト
購
入
　
　
三
五
〇
万
円

ス
キ
ー
場
管
理
運
営
費
，

　
　
　
　
　
　
二
、
四
一
五
万
円

▼
土
木
費

町
道
舗
装
用
生
コ
ン
・
砕
石
等

　
　
　
　
　
　
　
七
六
五
万
円

部
落
道
生
コ
ン
舗
装
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
δ
○
万
円
．

町
道
東
川
藤
倉
天
水
越
線
改
良
工

事
他
七
路
線
　
九
、
五
二
〇
万
円

町
道
東
川
上
蝦
池
線
改
良
工
事
他

1区落名氏　　名

丘十子平　涌井　正二

易之島　竹内　清司

ヨ麦立石塚一久
反　中竹内　 清

1ヒ浦田本山勉

嘆嘉需計

天水越　佐藤　喜

　〃　　佐藤　輝

天水島　高橋昭二、

下蝦池大見　経

金
等
　
　
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

町
社
会
福
祉
協
議
会
負
担
金

　
　
　
　
　
　
三
六
四
万
三
千
円

▼
衛
生
費

成
人
病
予
防
事
業
委
託
料

　
　
　
　
　
　
一
、
一
五
六
万
円

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
二
、
O
O
O
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

水
梨
集
落
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事

　
　
　
　
　
　
一
、
八
○
○
万
円

共
同
利
用
生
産
施
設
等
補
助
金

（
湯
之
島
）
　
九
二
八
万
四
千
円

林
道
工
事
費
（
菱
ケ
岳
線
舗
装
）

他
四
路
線
　
　
七
、
四
二
四
万
円

県
営
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
助
成
金

　
　
　
　
　
　
一
、
四
二
〇
万
円

町
単
田
な
ら
し
・
暗
渠
排
水
等
補

助
金
　
　
　
　
三
八
六
万
六
千
円

▼
商
工
費

共
同
浴
場
建
設
調
査
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

美
人
林
駐
車
場
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
円
）

名部
伸五
華一湯

藝國田

二郎坂

甕次北

名
㎜　　

氏

㎜
一
旦

『
高
』

誠
と
＿
佐

佐

一
島
一

二
局

也 大
』
　
㎜

▼
総
務
費

部
落
総
代
報
酬
　
　
四
三
四
万
円

ワ
ー
プ
ロ
一
台
購
入
　
二
五
万
円

後
継
者
対
策
費
（
新
規
）
三
〇
万
円

田
の
現
況
課
税
現
地
確
認
等
費
用

　
　
　
　
　
　
約
二
〇
〇
万
円

参
議
院
議
員
選
挙
費

　
　
　
　
　
　
三
一
二
万
九
千
円

▼
民
生
費

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
繰
出

町　税
1億7，844万5千円
　　　　（8．2％）

繰入金
　　5，870万7千円
　　　　（2．7％）

分担金及び負担金
など
1億2，696万5千円
＼　　　（5．9％）

　　　　　地方譲与税その他
　　　　　　4，355万1千円
　　　　　　　　　（2％）

　　　　国庫支出金
　　　　　1億1，849万円
　　　　　　　（5．5％）

県支出金
1億4，883万7千円
　（6．9％）　　　　　，

繍
歳入

馳＼
・傷繁匁

　地方公付税

12億7，000万円

　（58．7％）

衛生費
7，368万1千円
　（3．4％）　　　消防費7，359万5千円（3．4％

商工費その他1億2，964万6千
，一＿．　　　　　（6％

総務費　　　　＼

5億4，006万7千円

　（25％）

民生費
7，462万5千円
　（3．4％）

　
　
　
　
　
　
曾
』

　
羅
7可歳出
　　　　　　　　公債費レ曾

㌧　　　　　　　4億4，971万9千円

四
路
線
（
特
改
）
九
、
二
五
五
万
円

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
一
台
購
入

　
　
　
　
　
二
、
八
○
○
万
円

▼
消
防
費

防
火
水
槽
三
基
（
大
荒
戸
・
光
間
・

松
口
）
　
　
　
　
七
八
○
万
円

小
型
ポ
ン
プ
B
3
級
（
藤
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
万
円

　
　
〃
　
　
C
1
級
（
月
池
）

　
　
　
　
　
　
．
　
五
〇
万
円

▼
教
育
費

松
之
山
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備

（
取
付
け
道
路
等
）
八
○
○
万
円

松
之
山
中
学
校
家
庭
科
教
室
移
転

工
事
　
　
　
　
七
五
〇
万
円

町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
運
営
費
（
設

計
費
・
管
理
棟
建
築
等
）

　
　
　
　
　
　
七
、
九
七
五
万
円

▼
公
債
費

町
債
償
還
元
金
分

　
　
　
　
二
億
八
、
三
四
一
万
円

　
〃
　
　
（
利
子
分
）

　
　
　
　
一
億
六
、
六
三
〇
万
円

③
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日
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開
催
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、
平

成
元
年
度
の
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算
な
ど
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十
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に
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が
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大
事
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に
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の
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で
も
あ
り
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ま
た
、
今
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度
の
人
き
な
事
業

と
し
て
は
町
民
グ
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ド
の
整
備

が
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り
ま
す
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は
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今
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と
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の
ニ
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で
グ
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ド
・
管

理
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・
照
明
施
設
・
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車
場
等
を

建
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・
整
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す
る
も
の
で
、
今
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度
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下
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が
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て
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ま
す
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こ
一
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冬
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に

世
し
や
す
い
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と
な
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い
ま
す

が
、
ま
た
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つ
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轡
に
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る
と
も
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除
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ど
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条
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の
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業
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会
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の
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な
ど
が
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、
三
H
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了
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ま
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た
。
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◎松之山診療所・湯本共同浴場新築の設

計に着手
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費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

兎
口
露
天
風
呂
便
所
改
修
工
事
及

び
テ
ン
ト
購
入
　
　
三
五
〇
万
円

ス
キ
ー
場
管
理
運
営
費
，

　
　
　
　
　
　
二
、
四
一
五
万
円

▼
土
木
費

町
道
舗
装
用
生
コ
ン
・
砕
石
等

　
　
　
　
　
　
　
七
六
五
万
円

部
落
道
生
コ
ン
舗
装
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
δ
○
万
円
．

町
道
東
川
藤
倉
天
水
越
線
改
良
工

事
他
七
路
線
　
九
、
五
二
〇
万
円

町
道
東
川
上
蝦
池
線
改
良
工
事
他

1区落名氏　　名

丘十子平　涌井　正二

易之島　竹内　清司

ヨ麦立石塚一久
反　中竹内　 清

1ヒ浦田本山勉

嘆嘉需計

天水越　佐藤　喜

　〃　　佐藤　輝

天水島　高橋昭二、

下蝦池大見　経

金
等
　
　
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

町
社
会
福
祉
協
議
会
負
担
金

　
　
　
　
　
　
三
六
四
万
三
千
円

▼
衛
生
費

成
人
病
予
防
事
業
委
託
料

　
　
　
　
　
　
一
、
一
五
六
万
円

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
二
、
O
O
O
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

水
梨
集
落
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事

　
　
　
　
　
　
一
、
八
○
○
万
円

共
同
利
用
生
産
施
設
等
補
助
金

（
湯
之
島
）
　
九
二
八
万
四
千
円

林
道
工
事
費
（
菱
ケ
岳
線
舗
装
）

他
四
路
線
　
　
七
、
四
二
四
万
円

県
営
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
助
成
金

　
　
　
　
　
　
一
、
四
二
〇
万
円

町
単
田
な
ら
し
・
暗
渠
排
水
等
補

助
金
　
　
　
　
三
八
六
万
六
千
円

▼
商
工
費

共
同
浴
場
建
設
調
査
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

美
人
林
駐
車
場
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
円
）

名部
伸五
華一湯

藝國田

二郎坂

甕次北

名
㎜　　

氏

㎜
一
旦

『
高
』

誠
と
＿
佐

佐

一
島
一

二
局

也 大
』
　
㎜

▼
総
務
費

部
落
総
代
報
酬
　
　
四
三
四
万
円

ワ
ー
プ
ロ
一
台
購
入
　
二
五
万
円

後
継
者
対
策
費
（
新
規
）
三
〇
万
円

田
の
現
況
課
税
現
地
確
認
等
費
用

　
　
　
　
　
　
約
二
〇
〇
万
円

参
議
院
議
員
選
挙
費

　
　
　
　
　
　
三
一
二
万
九
千
円

▼
民
生
費

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
繰
出

町　税
1億7，844万5千円
　　　　（8．2％）

繰入金
　　5，870万7千円
　　　　（2．7％）

分担金及び負担金
など
1億2，696万5千円
＼　　　（5．9％）

　　　　　地方譲与税その他
　　　　　　4，355万1千円
　　　　　　　　　（2％）

　　　　国庫支出金
　　　　　1億1，849万円
　　　　　　　（5．5％）

県支出金
1億4，883万7千円
　（6．9％）　　　　　，

繍
歳入

馳＼
・傷繁匁

　地方公付税

12億7，000万円

　（58．7％）

衛生費
7，368万1千円
　（3．4％）　　　消防費7，359万5千円（3．4％

商工費その他1億2，964万6千
，一＿．　　　　　（6％

総務費　　　　＼

5億4，006万7千円

　（25％）

民生費
7，462万5千円
　（3．4％）

　
　
　
　
　
　
曾
』

　
羅
7可歳出
　　　　　　　　公債費レ曾

㌧　　　　　　　4億4，971万9千円

四
路
線
（
特
改
）
九
、
二
五
五
万
円

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
一
台
購
入

　
　
　
　
　
二
、
八
○
○
万
円

▼
消
防
費

防
火
水
槽
三
基
（
大
荒
戸
・
光
間
・

松
口
）
　
　
　
　
七
八
○
万
円

小
型
ポ
ン
プ
B
3
級
（
藤
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
万
円

　
　
〃
　
　
C
1
級
（
月
池
）

　
　
　
　
　
　
．
　
五
〇
万
円

▼
教
育
費

松
之
山
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備

（
取
付
け
道
路
等
）
八
○
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万
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松
之
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中
学
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五
〇
万
円

町
民
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ン
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築
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）
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七
五
万
円

▼
公
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町
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二
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八
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〃
　
　
（
利
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分
）

　
　
　
　
一
億
六
、
六
三
〇
万
円

③
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圖
　
　
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

好
天
に
恵
ま
れ
二
千
人
が

，
遜

ヂノ
　1

最
後
の
冬
を
楽
し
む

考加

傷

鹸
囎　　　　7　躍　　　　　、、
　　　　　　　　　耳
　　　’　　　　　　「、　》ミ
　　　ぎ　』　　　　　諏　　　k　　　　　　’　’』織網》・　　　　　　。㌧

ぐ嫉’驚福、
　　　　　臥，’

　レストラン雪椿前は人でいっばし

膨

　
前
日
ま
で
の
人

き
な
雨
が
ま
る
で

嘘
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
ほ
ど
暖
か

い
晴
天
に
恵
ま
れ

た
”
第
六
回
松
之

山
温
泉
ス
キ
ー
カ

ー
ニ
バ
ル
”
。

　
』
』
畠
－
　
曹
　
畠
　
臼
　
　
．
＼
　
5

　
』
ナ
　
　

　

　
　
』
ノ
ー

）
ー
”
ヒ
ー
ヲ
」
冠
u
卜

σ
ー
翫
ー
ウ
μ
り
蒋

さ
れ
た
こ
の
カ
ー

ニ
バ
ル
に
は
、
好

人
に
誘
わ
れ
て
か

町
内
外
か
ら
二
千

人
が
集
ま
り
、
カ

ザ
マ
カ
ッ
プ
ス
キ

f
」
八
く
バ
や
酒
一
升
早
飲
み
レ
ー
ス
、

歌
謡
シ
ゴ
ー
、
地
．
兀
の
味
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
午
前
卜
時
頃
よ
り
だ
ん
だ
ん
と

人
が
増
え
は
じ
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン

噌
，
椿
前
に
並
ん
で
建
て
ら
れ
た
．
味

の
名
店
街
」
コ
ー
ナ
ー
の
各
テ
ン

ト
は
、
早
く
か
ら
人
だ
か
り
が
出

来
て
い
ま
し
た
。
　
“
あ
ん
ぼ
”
ケ
け

ん
ち
ん
汁
”
な
ど
人
気
の
高
い
も

の
は
早
々
と
売
り
切
れ
る
な
ど
、

ど
の
テ
ン
ト
も
人
変
好
評
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
ビ

ッ
ト
ス
ー
プ
・
け
酒
も
沢
山
川
意

さ
れ
、
皆
さ
ん
か
ら
味
わ
っ
て
も

つ
、
詞
、
μ

〆

瓜

『
σ

．
鵠
i

。
郵

　
　
ψ蚤

　
　
’
」

ま
し
た
し
、

　
　
）

噺

　　　　　　　鋼

、堕

ら
っ
て
い
　
　
　
　
広
場
で
つ

き
た
て
の
モ
チ
α
ゾ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
．
弔
，
椿
”
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
作
ら

れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
．
兀

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
M
M
M
の
演

奏
が
、
よ
た
、
卜
．
時
過
ぎ
か
ら

は
．
．
∵
岳
　
良
・
霧
島
美
甫
の
両
歌

P
に
よ
る
歌
謡
シ
’
1
が
行
わ
れ
、

な
お
一
層
力
ー
ニ
バ
ル
を
盛
り
ヒ

げ
て
い
ま
し
た
。

　
噌
，
椿
の
裏
の
広
場
は
チ
ビ
ッ
コ

コ
ー
ナ
ー
や
、
酒
．
斤
早
飲
み
人
会
・

索
、
L
っ
な
引
き
大
会
の
会
場
と
な

り
、
　
．
H
．
r
供
た
ち
の
賑
や
か
な

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
午
－
前
に
行

わ
れ
た
”
．
酒
．
升
早
飲
み
大
会
”

に
は
ヒ
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
腕
を

一、

　　　「後に次の選手が来たよ」

カザマカップ大回転には230人が出場

競
い
合
い
ま
し
た
が
、
天
水
越
の

深
山
会
チ
ー
ム
が
圧
倒
的
な
早
さ

で
優
勝
、
．
、
位
に
は
高
橋
組
チ
ー

ム
、
三
位
は
人
水
越
チ
ー
ム
と
い

う
順
位
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
の

”
岨
，
L
つ
な
引
き
人
会
”
に
も
七

チ
ー
ム
が
出
場
。
こ
ら
ら
は
女
性

だ
け
の
チ
ー
ム
が
頑
張
り
一
・
二

位
を
独
占
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

優
勝
は
若
草
会
チ
ー
ム
（
天
水
越
）

．
．
位
は
松
之
山
農
協
女
チ
チ
ー
ム
・

．
．
一
位
は
若
島
会
チ
ー
ム
と
な
り
、

男
．
r
チ
ー
ム
残
念
と
い
っ
た
所
で

す
。　
少
雨
，
の
為
、
第
ニ
リ
フ
ト
ゲ
レ

ン
デ
を
使
川
し
て
行
わ
れ
た
”
第

六
回
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
人
会
”

に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の

聾
璽
鳳

　　　璽．　　軸叢『醤暑

モチつきはむずかしい？つき上ったモチは無料サービス

　
　
ぎ
．
し
Ψ

勘
．
貧
霧
峯

／
　
・

ス
キ
ー
ヤ
i
二
百
三
卜
．
二
名
が
出

場
、
大
回
転
競
技
で
タ
イ
ム
を
競

い
ま
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
小
学
生
男
子
（
八
○
名
参
加
）

①
福
原
　
誠
　
　
（
松
里
小
）

②
岡
沢
　
悟
　
　
（
糸
魚
川
S
K
）

③
皆
川
　
洋
輔
（
村
松
J
R
C
）

▼
小
学
生
女
子
（
二
五
名
）

①
塚
田
　
悠
子
（
高
田
A
R
）

②
八
木
下
裕
子
（
柏
崎
市
）

③
南
雲
　
都
　
　
（
土
樽
小
）

▼
中
学
男
子
（
三
三
名
）

①
岡
沢
　
満
　
　
（
姫
川
中
）

②
村
山
　
臣
　
　
（
松
之
山
中
）

③
塚
田
　
忍
　
　
（
商
田
A
R
）

》

▼
成
年
女
子
（
十
九
名
）

①
藤
木
　
陽
．
†
（
津
南
高
）

②
酉
村
　
裕
．
士
（
浦
和
市
）

③
大
島
美
恵
子
（
人
広
瀬
）

▼
高
校
男
子
（
十
一
名
）

①
小
野
塚
和
生
（
安
高
松
之
山
）

②
村
山
　
政
仁
（
松
代
高
）

③
高
橋
　
広
　
　
（
津
南
高
）

▼
成
年
男
子
（
三
四
名
）

①
菅
谷
　
誠
（
ミ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
）

②
細
野
　
一
史
（
浦
和
市
）

③
宮
崎
　
晃
久
（
桑
名
川
レ
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
ン
グ
）

▼
壮
年
男
子
（
三
二
名
）

①
今
井
　
雄
一
（
六
日
町
）

②
荒
井
　
静
雄
（
新
潟
フ
ァ
、
、
、
リ
）

③
水
吉
　
重
幸
（
新
潟
ア
ル
ペ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
甲

読

“酒一升早飲みレース”

ストローに穴が空いていて飲みずらそう

「それ、ガンバレ」今年は女性チームが

1、2位を独占，，女は強い！（天水越チームの皆さん）

篤
．
．
導
調
轟
『
欝

倉
罵
　
謬
酒一升早飲みレースで見事優勝した

“深山会チーム”の皆さん

「まだ～飲めるぞ一」と元気いっぱい

⑤
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引
き
大
会
の
会
場
と
な

り
、
　
．
H
．
r
供
た
ち
の
賑
や
か
な

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
午
－
前
に
行

わ
れ
た
”
．
酒
．
升
早
飲
み
大
会
”

に
は
ヒ
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
腕
を

一、

　　　「後に次の選手が来たよ」

カザマカップ大回転には230人が出場

競
い
合
い
ま
し
た
が
、
天
水
越
の

深
山
会
チ
ー
ム
が
圧
倒
的
な
早
さ

で
優
勝
、
．
、
位
に
は
高
橋
組
チ
ー

ム
、
三
位
は
人
水
越
チ
ー
ム
と
い

う
順
位
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
の

”
岨
，
L
つ
な
引
き
人
会
”
に
も
七

チ
ー
ム
が
出
場
。
こ
ら
ら
は
女
性

だ
け
の
チ
ー
ム
が
頑
張
り
一
・
二

位
を
独
占
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

優
勝
は
若
草
会
チ
ー
ム
（
天
水
越
）

．
．
位
は
松
之
山
農
協
女
チ
チ
ー
ム
・

．
．
一
位
は
若
島
会
チ
ー
ム
と
な
り
、

男
．
r
チ
ー
ム
残
念
と
い
っ
た
所
で

す
。　
少
雨
，
の
為
、
第
ニ
リ
フ
ト
ゲ
レ

ン
デ
を
使
川
し
て
行
わ
れ
た
”
第

六
回
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
人
会
”

に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の

聾
璽
鳳

　　　璽．　　軸叢『醤暑

モチつきはむずかしい？つき上ったモチは無料サービス

　
　
ぎ
．
し
Ψ

勘
．
貧
霧
峯

／
　
・

ス
キ
ー
ヤ
i
二
百
三
卜
．
二
名
が
出

場
、
大
回
転
競
技
で
タ
イ
ム
を
競

い
ま
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
小
学
生
男
子
（
八
○
名
参
加
）

①
福
原
　
誠
　
　
（
松
里
小
）

②
岡
沢
　
悟
　
　
（
糸
魚
川
S
K
）

③
皆
川
　
洋
輔
（
村
松
J
R
C
）

▼
小
学
生
女
子
（
二
五
名
）

①
塚
田
　
悠
子
（
高
田
A
R
）

②
八
木
下
裕
子
（
柏
崎
市
）

③
南
雲
　
都
　
　
（
土
樽
小
）

▼
中
学
男
子
（
三
三
名
）

①
岡
沢
　
満
　
　
（
姫
川
中
）

②
村
山
　
臣
　
　
（
松
之
山
中
）

③
塚
田
　
忍
　
　
（
商
田
A
R
）

》

▼
成
年
女
子
（
十
九
名
）

①
藤
木
　
陽
．
†
（
津
南
高
）

②
酉
村
　
裕
．
士
（
浦
和
市
）

③
大
島
美
恵
子
（
人
広
瀬
）

▼
高
校
男
子
（
十
一
名
）

①
小
野
塚
和
生
（
安
高
松
之
山
）

②
村
山
　
政
仁
（
松
代
高
）

③
高
橋
　
広
　
　
（
津
南
高
）

▼
成
年
男
子
（
三
四
名
）

①
菅
谷
　
誠
（
ミ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
）

②
細
野
　
一
史
（
浦
和
市
）

③
宮
崎
　
晃
久
（
桑
名
川
レ
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
ン
グ
）

▼
壮
年
男
子
（
三
二
名
）

①
今
井
　
雄
一
（
六
日
町
）

②
荒
井
　
静
雄
（
新
潟
フ
ァ
、
、
、
リ
）

③
水
吉
　
重
幸
（
新
潟
ア
ル
ペ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
甲

読

“酒一升早飲みレース”

ストローに穴が空いていて飲みずらそう

「それ、ガンバレ」今年は女性チームが

1、2位を独占，，女は強い！（天水越チームの皆さん）

篤
．
．
導
調
轟
『
欝

倉
罵
　
謬
酒一升早飲みレースで見事優勝した

“深山会チーム”の皆さん

「まだ～飲めるぞ一」と元気いっぱい

⑤



ー
o
o
等
ー

⑥

　
松
之
山
町
青
年
団
が
主
催
し
て

い
る
“
フ
ォ
ツ
ト
一
息
コ
ン
テ
ス

ト
”
の
第
二
弾
「
冬
」
編
。
第
一

弾
と
し
て
行
わ
・
れ
た
秋
の
松
之
山

編
に
続
く
も
の
で
、
今
回
は
白
黒

写
真
で
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
応
募
点
数
は
三
十
一
点
で
、
ス

キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
に
来
ら
れ
た
二

百
五
十
名
の
方
々
か
ら
審
査
し
て

い
た
だ
き
、
上
位
七
名
の
方
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
今
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
白
黒
写
真
だ
け
に
、
撮
り
方
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
。

“Photo”
　フォットひと息松之山
響獄選写真決定

む
ず
か
し
か
っ
た
と
い
う
参
加
者

が
、
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
背
年
団
で
は
、
こ
れ
か
ら
松
之

山
の
「
春
」
　
「
夏
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
計
画

　
　
　
　
　
　
　
．
漉

▼
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

．
位
　
「
冬
来
た
り
な
ば
」
2
6
票

　
　
保
坂
　
諭
祐
（
松
目
）

二
位
　
「
太
也
」
　
2
2
票

　
　
　
佐
藤
　
則
子
（
天
水
越
）

毒
響
鮎

し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
美
し
い
松
之
山
を

見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　　　講．鼻．幽象了、　　　　　　　　，　i・　　　“1

き

L　　　　　　　　　　　　「冬来たりなば」

21　　　　　一番多くの票が入った保坂諭祐さんの作品

ノノ

「
冬
げ
し
き
」
　
2
1
票

井
川
　
一
成
（
天
水
越
）

「
タ
カ
ち
ゃ
ん
・
ト
モ
ち

㌧
　
）
　
　
　
1
巨
．
．
、

へ
／
」
　
　
2
・
刀

高
橋
真
由
美
（
大
水
島
）

平
成
元
年
度

町
役
場
職
員
人
事
異
動

　　　◎

　　　役
四　　場
月　　＿

』　般

H　職
旦
丙

妹
動
朋

▽
総
務
課
税
務
係

地
改
良
係
）

▽
　
〃
　
税
務
係

健
衛
生
係
）

▽
住
民
課
福
祉
係

会
）

▽
　
〃
　
保
健
衛
生
係

課
林
業
係
）

▽
産
業
課
農
政
係

地
係
）

▽
　
〃
　
土
地
改
良
係

税
務
係
）

▽
　
〃
　
農
業
委
員
会

福
祉
係
）

▽
　
〃
　
農
業
委
員
会

庶
務
係
）

▽
建
設
課
川
地
係

係
）

▽
　
〃
　
坐
木
係

係
）

▽
振
興
課
商
工
観
光
係

▽

ノノ

保
坂
諭
祐

（
住
民
課
保

高
橋
明

　
（
農
業
委
員

小
野
塚
栄

　
　
　
（
振
興

村
山
敦
尚

（
建
設
課
川

佐
藤
喜
作

　
　
（
総
務
課

保
坂
美
智
男

　
　
（
住
民
課

高
橋
良
一

　
　
（
総
務
課

布
施
政
子

（
産
業
課
農
政

久
保
…
雅
夫

（
総
務
課
税
務

卜
目
　
券
専

」
ノ
ヌ
　
　
　
月
上
ー
「

　
　
（
診
療
所
）

小
野
塚
勝
男

（
建
設
課
土
木

係
）
　
　
　
　
樋
口
幸
宏

▽
教
育
委
員
会
（
振
興
課
商
工
観

　
光
係
）
　
　
　
　
田
辺
　
道
博

▽
診
療
所
（
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
本
山
優

▽
総
務
課
運
転
手
（
建
設
課
土
木

係
）
　
　
　
　
佐
藤
　
一
善

◎
保
育
所
関
係

▽
松
之
山
保
育
所
（
松
里
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
ミ
ッ
イ

▽
松
里
保
育
所
（
松
之
山
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
相
沢
美
由
起

◎
学
校
用
務
員
関
係

▽
松
之
山
小
学
校
（
浦
田
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
石
塚
道
男

▽
松
里
小
学
校
（
松
之
山
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
正

▽
松
之
山
中
学
校
（
松
里
小
学
校
）

　
　
　
臨
時
職
員
　
村
山
　
芳
子

▽
浦
田
中
学
校
（
松
之
山
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
村
山
恵
一

◎
新
採
　
用

　
竹
内
佐
千
枝
（
総
務
課
庶
務
係
）

◎
退
職

　
山
岸
　
実
（
総
務
課
運
転
手
）

一

　
今
回
の
税
制
改
革
に
お
け
る
消

費
税
の
導
入
等
に
伴
い
、
老
齢
福

祉
年
金
・
特
別
障
害
者
手
当
の
受

給
者
の
方
な
ど
の
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
、
及
び
低
所
得
者
の

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
に
対
す
る

在
宅
介
護
の
支
援
に
役
だ
て
る
た

め
、
特
別
の
措
置
と
し
て
臨
時
福

祉
特
別
給
付
金
（
一
時
金
）
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
方
、

及
び
一
時
金
の
金
額
、
申
請
の
方

法
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
町
福
祉
係
で
は
こ
の
一

時
金
の
受
給
対
象
者
を
調
査
し
、

本
人
に
対
し
通
知
を
差
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
通
知
が
行
か
な
い

方
で
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
住
民
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
特
別
給
付
金
の

　
　
　
　
　
種
類
と
支
給
額

①
臨
時
福
祉
給
付
金
（
福
祉
給
付

カぜ

支
給
さ
れ
ま
す

　
金
）

　
支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

　
　
　
一
万
円

②
臨
時
介
護
福
祉
金
（
介
護
福
祉

金
）
、

　
支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

　
　
　
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
給
付
金
の

　
　
　
　
　
　
支
給
対
象
者

①
平
成
元
年
二
月
一
日
（
以
下
「
基

　
準
日
」
と
い
い
ま
す
。
）
に
お
い

　
て
、
本
年
二
月
分
の
次
の
い
ず

　
れ
か
の
年
金
又
は
手
当
を
受
給

　
で
き
る
方
。

　
o
老
齢
福
祉
年
金
　
○
障
害
基

　
礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害
福
祉
年

　
金
に
相
当
す
る
も
の
　
o
遺
族

　
年
金
の
う
ち
旧
母
子
・
準
母
子

　
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の

　
○
児
童
扶
養
手
当
　
o
障
害
児

　
福
祉
手
当
　
○
特
別
障
害
者
手

　
当
○
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

　
等

②
基
準
日
に
お
い
て
本
年
二
月
分

　
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　
対
象
と
な
る
障
害
児
の
方

③
基
準
日
に
お
い
て
七
〇
歳
以
上

　
の
方
（
大
正
八
年
二
月
一
H
以

　
前
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
方
V

　
で
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

　
に
属
し
て
い
る
方

　
　
　
　
　
介
護
福
祉
金
の

　
　
　
　
　
　
支
給
対
象
者

①
基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を

　
受
け
て
い
る
方
か
、
あ
る
い
は

　
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
又
は

　
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
属
し

　
て
い
る
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に

　
該
当
す
る
方
。

①
基
準
日
に
お
い
て
六
カ
月
以
上

　
　
（
昭
和
六
十
三
年
八
月
一
日
以

　
前
か
ら
）
継
続
し
て
、
ね
た
き

　
り
又
は
痴
呆
等
の
状
態
に
あ
る

　
た
め
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し

　
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
（
大

　
正
十
三
年
二
月
一
日
以
前
生
ま

　
れ
）

②
本
年
二
月
分
の
障
害
児
福
祉
手

　
当
、
特
別
障
害
者
手
当
又
は
福

　
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
を
受

　
給
で
き
る
方

　
　
　
　
　
　
受
給
の
方
法

　
　
役
場
の
方
で
調
査
し
該
当
す

　
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書

　
を
送
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

　
れ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
期

　
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
書
類
は
来
な
い
が
支
給
の
該

　
当
に
な
る
の
で
は
」
と
思
わ
れ

　
る
方
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
住

　
民
課
福
祉
係
に
申
し
出
て
く
だ

　
さ
い
。
電
話
六
ー
三
＝
一
二
内

　
線
五
六
番
。

ヂ
　
1

6　
D

罫∫

4

繕
膓

平成元年度特別会計予算
3億1，930万3千円

6，350万7’千円

老人保健

簡易水道事業

国民健康保険

　事業勘定　　4億　331万2千円

4，544万6千円農業共済事業直診勘定　　2億4，525万9千円

⑦



ー
o
o
等
ー

⑥

　
松
之
山
町
青
年
団
が
主
催
し
て

い
る
“
フ
ォ
ツ
ト
一
息
コ
ン
テ
ス

ト
”
の
第
二
弾
「
冬
」
編
。
第
一

弾
と
し
て
行
わ
・
れ
た
秋
の
松
之
山

編
に
続
く
も
の
で
、
今
回
は
白
黒

写
真
で
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
応
募
点
数
は
三
十
一
点
で
、
ス

キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
に
来
ら
れ
た
二

百
五
十
名
の
方
々
か
ら
審
査
し
て

い
た
だ
き
、
上
位
七
名
の
方
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
今
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
白
黒
写
真
だ
け
に
、
撮
り
方
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
。

“Photo”
　フォットひと息松之山
響獄選写真決定

む
ず
か
し
か
っ
た
と
い
う
参
加
者

が
、
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
背
年
団
で
は
、
こ
れ
か
ら
松
之

山
の
「
春
」
　
「
夏
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
計
画

　
　
　
　
　
　
　
．
漉

▼
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

．
位
　
「
冬
来
た
り
な
ば
」
2
6
票

　
　
保
坂
　
諭
祐
（
松
目
）

二
位
　
「
太
也
」
　
2
2
票

　
　
　
佐
藤
　
則
子
（
天
水
越
）

毒
響
鮎

し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
美
し
い
松
之
山
を

見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　　　講．鼻．幽象了、　　　　　　　　，　i・　　　“1

き

L　　　　　　　　　　　　「冬来たりなば」

21　　　　　一番多くの票が入った保坂諭祐さんの作品

ノノ

「
冬
げ
し
き
」
　
2
1
票

井
川
　
一
成
（
天
水
越
）

「
タ
カ
ち
ゃ
ん
・
ト
モ
ち

㌧
　
）
　
　
　
1
巨
．
．
、

へ
／
」
　
　
2
・
刀

高
橋
真
由
美
（
大
水
島
）

平
成
元
年
度

町
役
場
職
員
人
事
異
動

　　　◎

　　　役
四　　場
月　　＿

』　般

H　職
旦
丙

妹
動
朋

▽
総
務
課
税
務
係

地
改
良
係
）

▽
　
〃
　
税
務
係

健
衛
生
係
）

▽
住
民
課
福
祉
係

会
）

▽
　
〃
　
保
健
衛
生
係

課
林
業
係
）

▽
産
業
課
農
政
係

地
係
）

▽
　
〃
　
土
地
改
良
係

税
務
係
）

▽
　
〃
　
農
業
委
員
会

福
祉
係
）

▽
　
〃
　
農
業
委
員
会

庶
務
係
）

▽
建
設
課
川
地
係

係
）

▽
　
〃
　
坐
木
係

係
）

▽
振
興
課
商
工
観
光
係

▽

ノノ

保
坂
諭
祐

（
住
民
課
保

高
橋
明

　
（
農
業
委
員

小
野
塚
栄

　
　
　
（
振
興

村
山
敦
尚

（
建
設
課
川

佐
藤
喜
作

　
　
（
総
務
課

保
坂
美
智
男

　
　
（
住
民
課

高
橋
良
一

　
　
（
総
務
課

布
施
政
子

（
産
業
課
農
政

久
保
…
雅
夫

（
総
務
課
税
務

卜
目
　
券
専

」
ノ
ヌ
　
　
　
月
上
ー
「

　
　
（
診
療
所
）

小
野
塚
勝
男

（
建
設
課
土
木

係
）
　
　
　
　
樋
口
幸
宏

▽
教
育
委
員
会
（
振
興
課
商
工
観

　
光
係
）
　
　
　
　
田
辺
　
道
博

▽
診
療
所
（
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
本
山
優

▽
総
務
課
運
転
手
（
建
設
課
土
木

係
）
　
　
　
　
佐
藤
　
一
善

◎
保
育
所
関
係

▽
松
之
山
保
育
所
（
松
里
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
ミ
ッ
イ

▽
松
里
保
育
所
（
松
之
山
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　
　
相
沢
美
由
起

◎
学
校
用
務
員
関
係

▽
松
之
山
小
学
校
（
浦
田
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
石
塚
道
男

▽
松
里
小
学
校
（
松
之
山
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
正

▽
松
之
山
中
学
校
（
松
里
小
学
校
）

　
　
　
臨
時
職
員
　
村
山
　
芳
子

▽
浦
田
中
学
校
（
松
之
山
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
村
山
恵
一

◎
新
採
　
用

　
竹
内
佐
千
枝
（
総
務
課
庶
務
係
）

◎
退
職

　
山
岸
　
実
（
総
務
課
運
転
手
）

一

　
今
回
の
税
制
改
革
に
お
け
る
消

費
税
の
導
入
等
に
伴
い
、
老
齢
福

祉
年
金
・
特
別
障
害
者
手
当
の
受

給
者
の
方
な
ど
の
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
、
及
び
低
所
得
者
の

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
に
対
す
る

在
宅
介
護
の
支
援
に
役
だ
て
る
た

め
、
特
別
の
措
置
と
し
て
臨
時
福

祉
特
別
給
付
金
（
一
時
金
）
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
方
、

及
び
一
時
金
の
金
額
、
申
請
の
方

法
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
町
福
祉
係
で
は
こ
の
一

時
金
の
受
給
対
象
者
を
調
査
し
、

本
人
に
対
し
通
知
を
差
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
通
知
が
行
か
な
い

方
で
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
住
民
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
特
別
給
付
金
の

　
　
　
　
　
種
類
と
支
給
額

①
臨
時
福
祉
給
付
金
（
福
祉
給
付

カぜ

支
給
さ
れ
ま
す

　
金
）

　
支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

　
　
　
一
万
円

②
臨
時
介
護
福
祉
金
（
介
護
福
祉

金
）
、

　
支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

　
　
　
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
給
付
金
の

　
　
　
　
　
　
支
給
対
象
者

①
平
成
元
年
二
月
一
日
（
以
下
「
基

　
準
日
」
と
い
い
ま
す
。
）
に
お
い

　
て
、
本
年
二
月
分
の
次
の
い
ず

　
れ
か
の
年
金
又
は
手
当
を
受
給

　
で
き
る
方
。

　
o
老
齢
福
祉
年
金
　
○
障
害
基

　
礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害
福
祉
年

　
金
に
相
当
す
る
も
の
　
o
遺
族

　
年
金
の
う
ち
旧
母
子
・
準
母
子

　
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の

　
○
児
童
扶
養
手
当
　
o
障
害
児

　
福
祉
手
当
　
○
特
別
障
害
者
手

　
当
○
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

　
等

②
基
準
日
に
お
い
て
本
年
二
月
分

　
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　
対
象
と
な
る
障
害
児
の
方

③
基
準
日
に
お
い
て
七
〇
歳
以
上

　
の
方
（
大
正
八
年
二
月
一
H
以

　
前
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
方
V

　
で
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

　
に
属
し
て
い
る
方

　
　
　
　
　
介
護
福
祉
金
の

　
　
　
　
　
　
支
給
対
象
者

①
基
準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を

　
受
け
て
い
る
方
か
、
あ
る
い
は

　
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
又
は

　
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
属
し

　
て
い
る
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に

　
該
当
す
る
方
。

①
基
準
日
に
お
い
て
六
カ
月
以
上

　
　
（
昭
和
六
十
三
年
八
月
一
日
以

　
前
か
ら
）
継
続
し
て
、
ね
た
き

　
り
又
は
痴
呆
等
の
状
態
に
あ
る

　
た
め
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し

　
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
（
大

　
正
十
三
年
二
月
一
日
以
前
生
ま

　
れ
）

②
本
年
二
月
分
の
障
害
児
福
祉
手

　
当
、
特
別
障
害
者
手
当
又
は
福

　
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
を
受

　
給
で
き
る
方

　
　
　
　
　
　
受
給
の
方
法

　
　
役
場
の
方
で
調
査
し
該
当
す

　
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書

　
を
送
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

　
れ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
期

　
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
書
類
は
来
な
い
が
支
給
の
該

　
当
に
な
る
の
で
は
」
と
思
わ
れ

　
る
方
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
住

　
民
課
福
祉
係
に
申
し
出
て
く
だ

　
さ
い
。
電
話
六
ー
三
＝
一
二
内

　
線
五
六
番
。

ヂ
　
1

6　
D

罫∫

4

繕
膓

平成元年度特別会計予算
3億1，930万3千円

6，350万7’千円

老人保健

簡易水道事業

国民健康保険

　事業勘定　　4億　331万2千円

4，544万6千円農業共済事業直診勘定　　2億4，525万9千円

⑦



ー
2
寸
ー

4
松
之
山
・
浦
田
両
中
学
校
で
卒
業
式

加藤校長から一人々に卒業証

書が渡されました．（松之山中

　
松
2
山
・
浦
田
の
画
中
学
校
の

卒
業
式
が
、
＝
月
1
四
日
同
時
に

勧
わ
れ
、
四
↓
五
名
が
義
務
教
自
、

課
程
を
無
串
終
了
し
詠
し
た
。

　
松
之
山
中
学
校
で
は
劉
亙
1

『

名
・
女
ざ
十

名
の
二
干
囚
名

が
、
ま
た
浦
田
印
学
校
で
は
男
y

七
名
・
女
子
四
名
の
－
「
［
名
が
今

貧
の
卒
業
竺
で
．
は
～
ん
ど
の
人

が
高
校
進
学
希
望
と
な
っ
（
い
ま

◎
。
　
浦
田
中
学
校
で

は
、
由
村
留
学

甘
の
甥
イ

生
須

人
も
、
」
の
日
卒

業
式
を
迎
λ
、
今
後
は
親
九
に
帰

少
⊂
染
京
の
高
校
に
進
学
◎
る
そ

つ
で
弓
。

　
卒
業
笠
四
」
1
ヵ
名
の
っ
ち
、
地

九
の
安
塚
高
校
松
2
由
分
検
に
は

二
↓
パ
名
が
進
学
d
る
は
か
、
後

の
乃
た
ち
は
松
代
や
上
越
の
各
高

校
に
進
学
◎
る
串
に
な
つ
て
い
ま

◎
、
　
中
学
蹟
代
に
諾
匠
た
力
ぞ
高
校

ぐ

慰
い
つ
き
り
発
揮
し
〔
、
／
（
、
だ
さ

い
、

校歌を歌うのもこれが最後かも知れない

卒業生の目に涙が浮かんでいました。

　　　．へ蟹嚢，圏　、亭膿蝦『

（布川保育園）6人の卒園児が大きな声で

“思い出のアルバム、を合唱

2
　
町
内
に
あ
る
四
つ
の
保
自
園
で

は
、

角

十
九
日
と

十
H
に

そ
れ
、
そ
れ
卒
園
式
を
行
い
、
三
－

二
名
の
園
児
が
み
ん
な
か
う
祝
福

さ
れ
な
が
ら
卒
園
し
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
剰
し
い
フ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て

小
学
校
へ
通
う
．
ま

さ
に
ビ
ッ
カ
ビ
カ
の
一
勾
生
に
な

り
’
ま
弓
。

　
布
川
保
育
園
で
は
男
の
イ

名
・

女
の
5
三
名
の
六
名
が
二
牙
九
日

に
卒
園
式
を
迎
え
、
地
区
の
万
々

四
月
か
ら
ピ
ツ
カ
ピ
カ
の

や
父
田
の
乃
が

見
守
る
中
、
伺
d

政
光
園
伎
か
ら
二
人

人
に
卒
園

甜
露
が
3
濃
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
卒
園
児
の
元
気
な
歌
や
粘
来

の
夢
な
ど
か
披
露
さ
れ
た
は
か
、

肛
年
卒
園
し
た
パ
名
の
皿
茸
生
か

、
b
学
校
の
様
～
な
ど
を
．
諸
い
た
う

紙
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

．
t
の
づ

紙
を
届
け
て
、
く
、
れ
た
福
原
公
望
検

長
先
竺
も
こ

の
卒
園
式
に
出
胤
さ

れ
、
　
「
大
勢
の
お
友
た
ち
が
待
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
四
月
か
ら
九
気

一
年
生
四
保
育
園
で
卒
園
式

に
学
校
に
＊
c
．
吹
、
、
。
だ
さ
い
ρ
　
8

八
名
の
園
児
あ
激
励
し
（
お
．
り
よ

し
た
，

　
ゴ
ー
二
名
の
～
供
た
ち
、
卒
園

＆
め
て
と
「
っ
！

「卒園おめでとう」村山園長より

1人1人に卒園証書が渡される、、

出
稼
ぎ
か
ら
帰
え
っ
た
ら

，
面
国
・
隔
闘
国
の
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
皆
さ
ん

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
出
稼

ぎ
先
で
各
種
保
険
に
加
入
し
て
い

た
方
は
、
各
事
業
所
発
行
の
離
脱

証
明
書
と
印
か
ん
を
持
っ
て
役
場

内
　
以
　
日

　
1
4
　
は
　
出
　
届国保の届け出

の
窓
口
で
、
国
民
健
康
保
険
加
入

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑬
の
保
険
証
を
持
っ
て
行
っ
た

方
、
学
生
で
⑫
を
持
っ
て
行
っ
た

方
で
就
職
さ
れ
た
方
は
、
す
み
や

か
に
役
場
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

こ　　ん　　な　　と　　き 持　参　す　る　も　の

国
保
に
入
る
と
き

他市区町村から転入して来たとき 印かん、転出証明書

他の健康保険をやめたとき 印かん、健保の離脱証明書

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書

子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子手帳

国
保
を
や
め
る
と
き

他市区町村へ転出したとき 印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証

生活保護を受けることになった
とき

印かん、保険証、保護開始決

定通知書

死亡したとき 印かん、保険証、死亡証明書

そ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
他

退職者医療制度に該当したとき 印かん、年金証書、保険証

退職者医療制度に該当しなくな
ったとき

印かん、保険証

住所、世帯主、氏名、続柄など
が変わったとき

印かん、保険証

保険証をなくしたり、よごれて
使えなくなったとき

印かん、使えなくなった保険

証、身分を証明するもの
修学のため、子どもが他の市区田』

町村に下宿するとき
印かん、保険証、在学証明書

長期旅行などで別個の保険証が
ほしい1とき

印かん、保険証

　
そ
れ
か
ら
、
医
療
機
関
で
医
療

を
受
け
る
際
、
健
康
保
険
証
を
必

ず
窓
口
で
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
顔

見
知
り
だ
と
か
、
前
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
保

険
証
な
し
で
は
国
保
の
診
療
を
受

け
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

　
厚
生
年
金
保
険
等
の
資
格
を
喪

失
し
た
方
は
、
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
が
必
．
要
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
役
場
国
民
年
金
係
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
春
に
国
民
年
金
の
加
入
者

（
被
保
険
者
）
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
も
う
、
加
入
手
続

き
（
資
格
取
得
届
）
は
お
済
み
で

し
ょ
・
つ
か
。

▽
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
か
ら
自
営

　
業
な
ど
を
始
め
た
り
継
い
だ
人

▽
結
婚
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
被

　
扶
養
配
偶
者
と
な
っ
た
人

等
の
人
た
ち
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ま
だ
の
人
は
、
急
い
で
役
場
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

農
業
労
働
協
定
賃
金
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
的
に
一
〇
〇
円
引
き
上
げ

　
平
成
一
兀
年
度
の
農
業
労
働
賃

金
協
｛
．
疋
額
が
、
三
月
一
．
十
二
日

の
協
定
総
会
に
お
い
て
決
｛
疋
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
一
般
作
業
・

田
植
作
業
な
ど
各
作
業
と
も
咋

年
よ
り
百
円
引
き
ヒ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
田
植
機
・
バ
イ
ン
ダ
ー

に
つ
い
て
は
据
え
置
き
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
工
賃
金

は
千
円
引
き
ヒ
げ
ら
れ
、
二
一
、

五
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
一
般
作
業

　
　
男
　
　
五
、
九
〇
〇
円

　
　
女
　
　
五
、
四
〇
〇
円

▼
田
植
作
業

　
　
男
・
女
と
も
六
、
O
O
O
円

▼
稲
刈
作
業

　
　
印
刀
　
　
　
六
、
　
O
O
O
円

　
　
女
五
、
八
O
O
円

▼
除
雪
作
業

　
　
男
　
　
六
、
一
．
O
O
円

　
　
女
．
五
、
九
〇
〇
円

▼
耕
運
機
（
、
口
）

　
　
　
　
一
八
、
四
〇
〇
円

▼
田
植
機
（
一
箱
）
四
三
〇
円

▼
バ
イ
ン
ダ
ー
（
一
時
間
）

　
　
　
　
三
、
○
○
○
円

▼
職
工
賃
金
（
全
職
種
）

　
　
　
　
一
二
、
五
〇
〇
円

労働保険の

　申告納付はお早目に

　平成元年度の労働保険料の

申告と納付の受付が、4月1

日から5月15日まで行われて

います。

　まだ、手続きのお済みでな

い事業主の方は、お早目に保

険料申告書に保険料を添えて、

最寄りの銀行または農協に申

告・納付してください。

　　　十日町労働基準監督署



ー
2
寸
ー

4
松
之
山
・
浦
田
両
中
学
校
で
卒
業
式

加藤校長から一人々に卒業証

書が渡されました．（松之山中

　
松
2
山
・
浦
田
の
画
中
学
校
の

卒
業
式
が
、
＝
月
1
四
日
同
時
に

勧
わ
れ
、
四
↓
五
名
が
義
務
教
自
、

課
程
を
無
串
終
了
し
詠
し
た
。

　
松
之
山
中
学
校
で
は
劉
亙
1

『

名
・
女
ざ
十

名
の
二
干
囚
名

が
、
ま
た
浦
田
印
学
校
で
は
男
y

七
名
・
女
子
四
名
の
－
「
［
名
が
今

貧
の
卒
業
竺
で
．
は
～
ん
ど
の
人

が
高
校
進
学
希
望
と
な
っ
（
い
ま

◎
。
　
浦
田
中
学
校
で

は
、
由
村
留
学

甘
の
甥
イ

生
須

人
も
、
」
の
日
卒

業
式
を
迎
λ
、
今
後
は
親
九
に
帰

少
⊂
染
京
の
高
校
に
進
学
◎
る
そ

つ
で
弓
。

　
卒
業
笠
四
」
1
ヵ
名
の
っ
ち
、
地

九
の
安
塚
高
校
松
2
由
分
検
に
は

二
↓
パ
名
が
進
学
d
る
は
か
、
後

の
乃
た
ち
は
松
代
や
上
越
の
各
高

校
に
進
学
◎
る
串
に
な
つ
て
い
ま

◎
、
　
中
学
蹟
代
に
諾
匠
た
力
ぞ
高
校

ぐ

慰
い
つ
き
り
発
揮
し
〔
、
／
（
、
だ
さ

い
、

校歌を歌うのもこれが最後かも知れない

卒業生の目に涙が浮かんでいました。

　　　．へ蟹嚢，圏　、亭膿蝦『

（布川保育園）6人の卒園児が大きな声で

“思い出のアルバム、を合唱

2
　
町
内
に
あ
る
四
つ
の
保
自
園
で

は
、

角

十
九
日
と

十
H
に

そ
れ
、
そ
れ
卒
園
式
を
行
い
、
三
－

二
名
の
園
児
が
み
ん
な
か
う
祝
福

さ
れ
な
が
ら
卒
園
し
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
剰
し
い
フ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て

小
学
校
へ
通
う
．
ま

さ
に
ビ
ッ
カ
ビ
カ
の
一
勾
生
に
な

り
’
ま
弓
。

　
布
川
保
育
園
で
は
男
の
イ

名
・

女
の
5
三
名
の
六
名
が
二
牙
九
日

に
卒
園
式
を
迎
え
、
地
区
の
万
々

四
月
か
ら
ピ
ツ
カ
ピ
カ
の

や
父
田
の
乃
が

見
守
る
中
、
伺
d

政
光
園
伎
か
ら
二
人

人
に
卒
園

甜
露
が
3
濃
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
卒
園
児
の
元
気
な
歌
や
粘
来

の
夢
な
ど
か
披
露
さ
れ
た
は
か
、

肛
年
卒
園
し
た
パ
名
の
皿
茸
生
か

、
b
学
校
の
様
～
な
ど
を
．
諸
い
た
う

紙
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

．
t
の
づ

紙
を
届
け
て
、
く
、
れ
た
福
原
公
望
検

長
先
竺
も
こ

の
卒
園
式
に
出
胤
さ

れ
、
　
「
大
勢
の
お
友
た
ち
が
待
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
四
月
か
ら
九
気

一
年
生
四
保
育
園
で
卒
園
式

に
学
校
に
＊
c
．
吹
、
、
。
だ
さ
い
ρ
　
8

八
名
の
園
児
あ
激
励
し
（
お
．
り
よ

し
た
，

　
ゴ
ー
二
名
の
～
供
た
ち
、
卒
園

＆
め
て
と
「
っ
！

「卒園おめでとう」村山園長より

1人1人に卒園証書が渡される、、

出
稼
ぎ
か
ら
帰
え
っ
た
ら

，
面
国
・
隔
闘
国
の
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
皆
さ
ん

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
出
稼

ぎ
先
で
各
種
保
険
に
加
入
し
て
い

た
方
は
、
各
事
業
所
発
行
の
離
脱

証
明
書
と
印
か
ん
を
持
っ
て
役
場

内
　
以
　
日

　
1
4
　
は
　
出
　
届国保の届け出

の
窓
口
で
、
国
民
健
康
保
険
加
入

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑬
の
保
険
証
を
持
っ
て
行
っ
た

方
、
学
生
で
⑫
を
持
っ
て
行
っ
た

方
で
就
職
さ
れ
た
方
は
、
す
み
や

か
に
役
場
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

こ　　ん　　な　　と　　き 持　参　す　る　も　の

国
保
に
入
る
と
き

他市区町村から転入して来たとき 印かん、転出証明書

他の健康保険をやめたとき 印かん、健保の離脱証明書

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書

子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子手帳

国
保
を
や
め
る
と
き

他市区町村へ転出したとき 印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証

生活保護を受けることになった
とき

印かん、保険証、保護開始決

定通知書

死亡したとき 印かん、保険証、死亡証明書

そ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
他

退職者医療制度に該当したとき 印かん、年金証書、保険証

退職者医療制度に該当しなくな
ったとき

印かん、保険証

住所、世帯主、氏名、続柄など
が変わったとき

印かん、保険証

保険証をなくしたり、よごれて
使えなくなったとき

印かん、使えなくなった保険

証、身分を証明するもの
修学のため、子どもが他の市区田』

町村に下宿するとき
印かん、保険証、在学証明書

長期旅行などで別個の保険証が
ほしい1とき

印かん、保険証

　
そ
れ
か
ら
、
医
療
機
関
で
医
療

を
受
け
る
際
、
健
康
保
険
証
を
必

ず
窓
口
で
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
顔

見
知
り
だ
と
か
、
前
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
保

険
証
な
し
で
は
国
保
の
診
療
を
受

け
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

　
厚
生
年
金
保
険
等
の
資
格
を
喪

失
し
た
方
は
、
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
が
必
．
要
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
役
場
国
民
年
金
係
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
春
に
国
民
年
金
の
加
入
者

（
被
保
険
者
）
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
も
う
、
加
入
手
続

き
（
資
格
取
得
届
）
は
お
済
み
で

し
ょ
・
つ
か
。

▽
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
か
ら
自
営

　
業
な
ど
を
始
め
た
り
継
い
だ
人

▽
結
婚
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
被

　
扶
養
配
偶
者
と
な
っ
た
人

等
の
人
た
ち
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ま
だ
の
人
は
、
急
い
で
役
場
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

農
業
労
働
協
定
賃
金
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
全
体
的
に
一
〇
〇
円
引
き
上
げ

　
平
成
一
兀
年
度
の
農
業
労
働
賃

金
協
｛
．
疋
額
が
、
三
月
一
．
十
二
日

の
協
定
総
会
に
お
い
て
決
｛
疋
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
一
般
作
業
・

田
植
作
業
な
ど
各
作
業
と
も
咋

年
よ
り
百
円
引
き
ヒ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
田
植
機
・
バ
イ
ン
ダ
ー

に
つ
い
て
は
据
え
置
き
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
工
賃
金

は
千
円
引
き
ヒ
げ
ら
れ
、
二
一
、

五
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
一
般
作
業

　
　
男
　
　
五
、
九
〇
〇
円

　
　
女
　
　
五
、
四
〇
〇
円

▼
田
植
作
業

　
　
男
・
女
と
も
六
、
O
O
O
円

▼
稲
刈
作
業

　
　
印
刀
　
　
　
六
、
　
O
O
O
円

　
　
女
五
、
八
O
O
円

▼
除
雪
作
業

　
　
男
　
　
六
、
一
．
O
O
円

　
　
女
．
五
、
九
〇
〇
円

▼
耕
運
機
（
、
口
）

　
　
　
　
一
八
、
四
〇
〇
円

▼
田
植
機
（
一
箱
）
四
三
〇
円

▼
バ
イ
ン
ダ
ー
（
一
時
間
）

　
　
　
　
三
、
○
○
○
円

▼
職
工
賃
金
（
全
職
種
）

　
　
　
　
一
二
、
五
〇
〇
円

労働保険の

　申告納付はお早目に

　平成元年度の労働保険料の

申告と納付の受付が、4月1

日から5月15日まで行われて

います。

　まだ、手続きのお済みでな

い事業主の方は、お早目に保

険料申告書に保険料を添えて、

最寄りの銀行または農協に申

告・納付してください。

　　　十日町労働基準監督署
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⑩

松
平
光
長
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

　
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
と

推
定
さ
れ
る
年
貢
の
領
収
証
「
御

年
貢
米
算
用
状
」
が
見
付
か
っ
た
。

発
行
者
は
松
平
光
長
高
田
藩
の
代

官
若
月
一
郎
左
衛
門
、
宛
先
は
「
松

之
山
の
う
ち
南
山
組
」
の
大
肝
煎

を
勤
め
る
村
山
庄
左
衛
門
。

　
「
松
之
山
」
と
は
松
之
山
郷
六

〇
余
か
村
の
総
称
。
幕
府
は
一
括

し
て
「
松
之
山
中
」
一
六
四
〇
石

余
を
公
簿
に
載
せ
た
が
、
高
田
藩

で
は
郷
内
を
南
北
の
二
組
に
分
け

て
年
貢
を
徴
収
し
、
大
肝
煎
を
置

い
て
村
々
の
庄
屋
を
指
図
さ
せ
た
。

南
組
（
南
山
組
）
の
村
高
合
計
は

七
八
三
石
弱
、
う
ち
地
高
（
田
畑
）

六
二
三
石
弱
、
青
苧
高
一
一
〇
石

余
、
白
布
高
五
〇
石
。
青
苧
・
白

布
高
が
村
高
の
二
〇
％
を
占
め
て

い
た
。

　
税
率
は
四
七
％
、
家
数
は
一
二

八
軒
。
年
貢
米
三
九
六
石
の
う
ち

か
ら
大
肝
煎
の
高
田
出
張
時
の
扶

持
米
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
庄
左
、

衛
門
は
「
村
中
の
御
年
貢
の
こ
と
」

22

に
関
し
て
城
下
へ
詰
め
た
も
の
で
、

旅
費
の
一
部
を
藩
が
負
担
し
た
。

　
さ
て
、
高
田
藩
改
易
の
延
宝
九

年
（
一
六
八
一
）
に
は
南
組
の
村

高
は
新
田
二
三
〇
石
余
を
加
え
て

一
〇
〇
〇
石
を
越
え
、
家
数
も
三

一
九
軒
に
増
え
る
。
一
方
、
年
貢

は
二
〇
六
石
余
に
激
減
し
て
い
る
。

　
新
田
開
発
は
ま
ず
東
浦
田
村
で

始
ま
っ
た
。
承
応
二
年
（
一
六
五

三
）
に
二
八
石
余
、
明
暦
元
年
に

五
石
、
つ
い
で
寛
文
元
年
（
一
六

六
一
）
ま
で
に
三
か
所
で
計
五
〇

石
余
が
成
立
す
る
。
中
立
山
新
田

も
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
成

立
、
村
高
は
一
七
石
八
斗
余
か
ら

寛
文
年
間
の
二
八
石
へ
増
加
し
た
。

ま
た
、
西
浦
田
や
新
山
で
も
開
発

が
進
み
、
寛
文
五
年
の
南
組
の
新

田
は
九
か
所
で
一
二
三
石
余
に
達

す
る
。
ま
た
、
同
十
年
に
は
西
浦

田
・
北
浦
田
両
村
が
検
地
を
や
り

直
し
、
北
浦
田
で
七
七
石
余
、
西

浦
田
で
一
一
〇
石
余
の
新
田
が
見

出
さ
れ
た
。
浦
田
地
区
に
お
け
る

大
量
の
新
田
開
発
が
南
組
の
村
高

の
増
大
を
支
え
た
。
生
産
力
の
高

ま
り
は
家
数
増
加
を
も
た
ら
し
た
。

　
藩
財
政
の
再
建
を
目
指
す
家
老

の
小
栗
美
作
は
、
農
村
の
新
た
な

動
き
を
と
ら
え
て
新
田
開
発
を
奨

励
し
、
新
鋭
を
課
し
た
。

　
寛
文
九
年
に
は
「
出
湯
運
上
」

が
初
見
す
る
。
領
内
で
は
湯
沢
・

大
湯
・
松
之
山
の
三
か
所
か
ら
徴

収
し
、
延
宝
四
年
に
金
二
歩
か
ら

一
両
へ
増
額
し
た
。
同
年
、
南
組

は
白
布
二
〇
九
疋
・
縮
五
反
分
の

運
上
を
納
入
、
黒
漆
木
二
三
八
本

分
6
運
上
も
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

　
白
布
は
青
苧
を
原
料
と
す
る
麻

織
物
で
、
慶
長
年
間
に
現
物
で
上

納
し
、
つ
い
で
、
村
高
に
組
み
こ

ま
れ
た
。
今
度
は
白
布
を
売
る
前

に
生
産
者
か
ら
大
肝
煎
が
徴
収
す
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る
。
二
重
の
課
税
で
あ
る
。
縮
布

は
寛
文
年
間
に
白
布
を
改
良
し
た

織
物
で
、
反
数
は
少
な
い
が
流
行

を
見
越
し
て
徴
収
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
美
作
の
改
革
は
大
凶
作
の
た
め

に
失
敗
し
た
。
延
宝
三
年
の
凶
作

で
南
組
の
年
貢
米
は
五
〇
〇
石
か

ら
三
六
〇
石
に
減
少
。
同
六
年
に

は
五
三
六
石
余
に
回
復
し
た
が
、

再
び
凶
作
に
見
舞
わ
れ
て
半
分
以

下
に
減
る
。
藩
は
米
の
流
通
を
禁

じ
た
り
、
味
噌
や
御
蔵
米
を
給
付

し
た
り
し
た
が
、
効
果
を
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
延
宝
七
年
に
高
田
藩
で
は
越
後

騒
動
と
称
す
る
お
家
騒
動
が
起
こ

り
、
同
九
年
に
改
易
と
な
る
。
そ

の
一
因
は
美
作
の
改
革
が
十
分
な

効
果
を
上
げ
え
な
い
こ
と
に
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
（
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生
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保健所

　　「環境衛生相談」

窓口の設置について

◎
四
月
一
日
か
ら
大
島
保
健
所
が

　
上
越
保
健
所
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

◎
保
健
所
の
統
合
に
伴
い
「
環
境

　
衛
生
相
談
」
窓
口
が
、
四
月
一

　
日
よ
り
開
設
さ
れ
ま
す
。

▼
環
境
衛
生
関
係
営
業
者
の
皆
さ

　
ん
を
は
じ
め
、
住
民
の
方
々
の

　
環
境
衛
生
相
談
に
つ
い
て

　
○
地
区
食
品
衛
生
協
会
に
よ
る

　
　
日
常
相
談

　
o
専
門
家
に
よ
る
相
談
を
お
受

　
　
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
日
常
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

▼
環
境
衛
生
に
つ
い
て
の
相
談
は
、

　
東
頸
城
食
品
衛
生
協
会
の
窓
口

　
を
通
じ
、
保
健
所
へ
の
取
次
を

開
設
日
時

業
務
内
容

相
談
担
当
者

場
　
　
　
所

○
毎
週
火
曜
日

飲
食
店
等
の
食
品

食
品
衛
生
監
視
員

大
島
村
役
場

金
曜
日

営
業
相
談

住
民
課

食
品
衛
生
に

関
す
る
相
談

台
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4
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○
午
前
＋
時

理
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容
等
の
環
境

環
境
衛
生
監
視
員
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ら

営
業
相
談

＋
五
時

犬
、
ね
こ
等
の

ま
で

ペ
ッ
ト
の
相
談

そ
の
他
家
庭
で
の

生
活
衛
生
相
談

　
行
い
ま
す
。
（
日
曜
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祝
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日
・

　
土
曜
日
は
除
か
れ
ま
す
）

▼
食
品
衛
生
協
会
は
次
の
と
こ
ろ

　
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
場
所
…
大
島
村
役
場
（
住
民
課
）

　
所
在
地
…
東
頸
城
郡
大
島
村
大
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二
五
五
九
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四
ー
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九
〇
二
番

◎
専
門
家
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よ
る
相
談
に
つ
い
て

▼
専
門
家
に
よ
る
相
談
は
、
表
の

　
よ
う
に
開
設
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ま
す
。

◎
保
健
所
業
務
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く

　
知
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た
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き
は
、
次
に
お
問

　
い
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せ
く
だ
さ
い
。

　
上
越
保
健
所
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〇
二
五
五

　
　
（
二
四
）
　
六
一
一
二
一
工
へ

鞭所は

ぎす2統合至

“
ご
み
”
を
減
ら
そ
う

　
　
　
　
増
え
続
け
る
家
庭
ご
み

　
現
在
、
H
本
全
国
の
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
δ
か
の
量
は
、
一
日

に
約
十
二
万
ト
ン
。
一
年
間
で
は

お
よ
そ
四
、
四
〇
〇
万
ト
ン
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
毎
年
、
霞
ケ
関
ビ
ル
ニ
八
○
材

も
の
家
庭
ご
み
を
出
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
そ
の
量
は
年
々
増
え

る
傾
向
に
あ
り
、
ご
み
処
理
に
要

す
る
費
用
は
年
間
約
一
兆
円
に
達

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す

る
と
、
ご
み
処
理
の
費
用
が
地
方

財
政
を
大
き
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圧
迫
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る
だ
け
で

な
く
、
か
ん
じ
ん
の
処
理
能
力
そ

の
も
の
も
飽
和
状
態
に
達
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
δ
み
の
中
味
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よ
く
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べ
て
み
る
と
、
ま
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十
分
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え

る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、

回
収
す
れ
ば
資
源
化
が
可
能
な
も

の
も
相
当
量
含
ま
れ
て
い
ま
す
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ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

一
人
一
人
が
ご
み
の
出
し
方
に
つ

い
て
再
点
検
し
て
み
た
い
も
の
で

す
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こ
の
紙
オ
ム
ツ
に
づ
い
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は
次

の
よ
う
に
取
扱
っ
て
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さ
い
。

▽
な
る
べ
く
汚
物
を
除
い
て
、
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え
る
δ
か
と
同
様
に
袋
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入
れ

　
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
便
槽
に
は
絶
対
投
げ
入
れ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。
汲
取
り
に
困
る

こ
と
や
、
し
尿
処
理
場
で
は
処
理

で
き
ず
困
っ
て
い
ま
す
。
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係
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松
平
光
長
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

　
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
と

推
定
さ
れ
る
年
貢
の
領
収
証
「
御

年
貢
米
算
用
状
」
が
見
付
か
っ
た
。

発
行
者
は
松
平
光
長
高
田
藩
の
代

官
若
月
一
郎
左
衛
門
、
宛
先
は
「
松

之
山
の
う
ち
南
山
組
」
の
大
肝
煎

を
勤
め
る
村
山
庄
左
衛
門
。

　
「
松
之
山
」
と
は
松
之
山
郷
六

〇
余
か
村
の
総
称
。
幕
府
は
一
括

し
て
「
松
之
山
中
」
一
六
四
〇
石

余
を
公
簿
に
載
せ
た
が
、
高
田
藩

で
は
郷
内
を
南
北
の
二
組
に
分
け

て
年
貢
を
徴
収
し
、
大
肝
煎
を
置

い
て
村
々
の
庄
屋
を
指
図
さ
せ
た
。

南
組
（
南
山
組
）
の
村
高
合
計
は

七
八
三
石
弱
、
う
ち
地
高
（
田
畑
）

六
二
三
石
弱
、
青
苧
高
一
一
〇
石

余
、
白
布
高
五
〇
石
。
青
苧
・
白

布
高
が
村
高
の
二
〇
％
を
占
め
て

い
た
。

　
税
率
は
四
七
％
、
家
数
は
一
二

八
軒
。
年
貢
米
三
九
六
石
の
う
ち

か
ら
大
肝
煎
の
高
田
出
張
時
の
扶

持
米
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
庄
左
、

衛
門
は
「
村
中
の
御
年
貢
の
こ
と
」
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に
関
し
て
城
下
へ
詰
め
た
も
の
で
、

旅
費
の
一
部
を
藩
が
負
担
し
た
。

　
さ
て
、
高
田
藩
改
易
の
延
宝
九

年
（
一
六
八
一
）
に
は
南
組
の
村

高
は
新
田
二
三
〇
石
余
を
加
え
て

一
〇
〇
〇
石
を
越
え
、
家
数
も
三

一
九
軒
に
増
え
る
。
一
方
、
年
貢

は
二
〇
六
石
余
に
激
減
し
て
い
る
。

　
新
田
開
発
は
ま
ず
東
浦
田
村
で

始
ま
っ
た
。
承
応
二
年
（
一
六
五

三
）
に
二
八
石
余
、
明
暦
元
年
に

五
石
、
つ
い
で
寛
文
元
年
（
一
六

六
一
）
ま
で
に
三
か
所
で
計
五
〇

石
余
が
成
立
す
る
。
中
立
山
新
田

も
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
成

立
、
村
高
は
一
七
石
八
斗
余
か
ら

寛
文
年
間
の
二
八
石
へ
増
加
し
た
。

ま
た
、
西
浦
田
や
新
山
で
も
開
発

が
進
み
、
寛
文
五
年
の
南
組
の
新

田
は
九
か
所
で
一
二
三
石
余
に
達

す
る
。
ま
た
、
同
十
年
に
は
西
浦

田
・
北
浦
田
両
村
が
検
地
を
や
り

直
し
、
北
浦
田
で
七
七
石
余
、
西

浦
田
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一
一
〇
石
余
の
新
田
が
見

出
さ
れ
た
。
浦
田
地
区
に
お
け
る

大
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の
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田
開
発
が
南
組
の
村
高

の
増
大
を
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え
た
。
生
産
力
の
高

ま
り
は
家
数
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加
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も
た
ら
し
た
。
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農
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、
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。
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る
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湯
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収
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で
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長
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に
現
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で
上

納
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、
つ
い
で
、
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高
に
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み
こ
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で
あ
る
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間
に
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を
改
良
し
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物
で
、
反
数
は
少
な
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流
行

を
見
越
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た
も
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で
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作
の
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に
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の
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に
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に
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再
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作
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舞
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分
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流
通
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禁
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や
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を
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お
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。
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所
の
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に
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「
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境
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生
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口
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四
月
一

　
日
よ
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さ
れ
ま
す
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者
の
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を
は
じ
め
、
住
民
の
方
々
の

　
環
境
衛
生
相
談
に
つ
い
て

　
○
地
区
食
品
衛
生
協
会
に
よ
る

　
　
日
常
相
談

　
o
専
門
家
に
よ
る
相
談
を
お
受

　
　
け
し
ま
す
の
で
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担
当
者

場
　
　
　
所

○
毎
週
火
曜
日

飲
食
店
等
の
食
品

食
品
衛
生
監
視
員

大
島
村
役
場

金
曜
日

営
業
相
談

住
民
課

食
品
衛
生
に

関
す
る
相
談

台
0
2
5
5
9

4
局
3
9
0
2

○
午
前
＋
時

理
美
容
等
の
環
境

環
境
衛
生
監
視
員

か
ら

営
業
相
談

＋
五
時

犬
、
ね
こ
等
の

ま
で

ペ
ッ
ト
の
相
談

そ
の
他
家
庭
で
の

生
活
衛
生
相
談

　
行
い
ま
す
。
（
日
曜
・
祝
祭
日
・

　
土
曜
日
は
除
か
れ
ま
す
）

▼
食
品
衛
生
協
会
は
次
の
と
こ
ろ

　
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
場
所
…
大
島
村
役
場
（
住
民
課
）

　
所
在
地
…
東
頸
城
郡
大
島
村
大

　
　
　
　
　
字
上
達
二
三
三
〇

　
　
電
話
〇
二
五
五
九
ー
四
ー
三

　
　
　
　
九
〇
二
番

◎
専
門
家
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て

▼
専
門
家
に
よ
る
相
談
は
、
表
の

　
よ
う
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

◎
保
健
所
業
務
に
つ
い
て
詳
し
く

　
知
り
た
い
と
き
は
、
次
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
上
越
保
健
所
　
電
話
〇
二
五
五

　
　
（
二
四
）
　
六
一
一
二
一
工
へ

鞭所は

ぎす2統合至

“
ご
み
”
を
減
ら
そ
う

　
　
　
　
増
え
続
け
る
家
庭
ご
み

　
現
在
、
H
本
全
国
の
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
δ
か
の
量
は
、
一
日

に
約
十
二
万
ト
ン
。
一
年
間
で
は

お
よ
そ
四
、
四
〇
〇
万
ト
ン
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
毎
年
、
霞
ケ
関
ビ
ル
ニ
八
○
材

も
の
家
庭
ご
み
を
出
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
そ
の
量
は
年
々
増
え

る
傾
向
に
あ
り
、
ご
み
処
理
に
要

す
る
費
用
は
年
間
約
一
兆
円
に
達

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す

る
と
、
ご
み
処
理
の
費
用
が
地
方

財
政
を
大
き
く
圧
迫
す
る
だ
け
で

な
く
、
か
ん
じ
ん
の
処
理
能
力
そ

の
も
の
も
飽
和
状
態
に
達
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
δ
み
の
中
味
を
よ
く

調
べ
て
み
る
と
、
ま
だ
十
分
使
え

る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、

回
収
す
れ
ば
資
源
化
が
可
能
な
も

の
も
相
当
量
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

一
人
一
人
が
ご
み
の
出
し
方
に
つ

い
て
再
点
検
し
て
み
た
い
も
の
で

す
。

　
こ
の
紙
オ
ム
ツ
に
づ
い
て
は
次

の
よ
う
に
取
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
な
る
べ
く
汚
物
を
除
い
て
、
燃

　
え
る
δ
か
と
同
様
に
袋
に
入
れ

　
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
便
槽
に
は
絶
対
投
げ
入
れ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。
汲
取
り
に
困
る

こ
と
や
、
し
尿
処
理
場
で
は
処
理

で
き
ず
困
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
役
場
保
健
衛
生
係
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皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

　
町
婦
人
会
の
百
万
人
の
話
し
合
い
で
は

本
年
も
多
く
の
要
望
や
ら
意
見
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
を
町
首
脳

並
び
に
、
議
員
さ
ん
に
配
り
読
ん
で
い
た

だ
き
ま
L
た
が
、
是
非
ご
検
討
い
た
だ
き

た
く
、
町
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。
　
　
町
連
合
婦
人
会
長
重
野
和
子

　
今
年
度
の
婦
人
会
誌
を
見
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
中
に
毎
年
婦
人

会
の
皆
様
方
が
熱
心
に
話
し
合
い

を
さ
れ
た
〃
百
万
人
の
話
し
合
い
”

の
結
果
が
、
大
変
沢
山
載
せ
ら
れ

会員数の減少が深刻な問題と

なっている町連合婦人会

　　　　　（昨年の春の総会から）

て
、
こ
ざ
い
ま
し
た
。

　
い
づ
れ
も
、
こ
も
っ
と
も
な
意
見

で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
経
費
の
か

か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
老
人

福
祉
の
問
題
な
ど
は
今
後
必
ず
必

要

と
な
っ
て
参
り
ま
す
し
、
ま
た
、

簡
単
に
出
来
る
事
な
ど
種
々
ご
、
ざ

い
ま
す
が
、
近
い
う
ち
に
庁
議
（
管

理
職
）
を
開
き
、
問
．
題
を
充
分
検

討
致
し
ま
し
て
、
〃
、
心
を
．
要
す
る
も

の
や
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
、

町
の
総
合
計
画
に
人
れ
る
も
の
な

ど
、
何
れ
か
の
機
会
に
皆
様
に
お

返
事
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
長
村
山
政
光

掛含略
　犬覇曳一

ウ

圃　　　
　
俳
　
句

平
成
の
　
大
霧
来
ぬ
ま
ま
　
業
務
了
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
安
要
員
手
記
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
倉
　
草
村
　
正
孝

谷
川
岳
　
比
の
．
長
閑
　
又
と
無
く

水
L
の
里
　
．
長
閑
も
一
時
　
、
雨
け
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢
流
石
（
銀
作
）

の
ど
か
さ
や
　
老
の
髪
刈
る
　
莚
敷
く

甥
国
の
　
の
ど
か
が
好
き
で
　
離
れ
じ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
　
三
二

木
々
芽
吹
く
　
頃
の
我
が
町
　
好
き
で
住
む

問
わ
れ
し
か
　
我
も
知
ら
ざ
る
　
木
の
捧
．
牙
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
内
名
　
小
野
塚
八
起
（
英
治
）

春
一
番
　
吹
い
て
今
日
　
又
雪
と
な
り

　
　
　
　
　
春
一
番
の
　
恐
し
く

夜
に
人
り
て

名
も
知
ら
ぬ

ふ
き
の
と
お

虫
の
つ
き
お
り

鉢
に
芽
吹
か
せ

　　老蕗歯

坂気の藤
下嫌・ミ’蕪内

　　　　　名

（
卜
日
町
雪
ま
つ
り
を
晃
て
）

平
成
の
　
願
と
し
る
す
　
雪
の
像

暖
冬
に
　
よ
く
ぞ
集
め
し
　
像
の
甥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ロ

リ
ク
の
株
　
霞
の
中
に
　
深
呼
吸

ボ
タ
モ
チ
の
　
味
を
残
し
て
　
彼
岸
去
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
蝦
池

村
山
休
石
（
貞
義
）

福
原
秋
静
子
（
益
太
郎
）

保
坂
撫
山
（
武
雄
）

大
見
　
八
三
九

　
四
月
は
新
入
園
・
新
入
学
の
月

で
す
。
真
新
し
い
洋
服
を
着
て
、

ち
ょ
つ
と
大
き
す
ぎ
る
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
っ
て
通
学
す
る
子
供
た

ち
は
、
見
て
い
て
大
変
可
愛
い
い

も
の
で
す
ね
．

　
ま
た
、
四
月
は
雪
消
え
の
時
期

で
も
あ
り
、
車
の
数
が
一
段
と
多

く
な
る
月
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
っ
て
、
毎
年
交
通
事
故
発
生

件
数
が
一
番
多
い
の
も
こ
の
時
期

で
す
。

　
予
供
と
高
齢
者
を
事
故
か
ら
守

よく見たね
　　　車こないね
　　　　　　　渡れるね

る
た
め
、
保
育
所
・
学
校
・
家
庭

で
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
運
動
の
重
点
．
項
〕
は
、

一
、
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

二
、
若
者
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運

転
の
防
止

三
、
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト

　
ベ
ル
ト
の
着
川
の
徹
底

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
っ

て
、
安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

　■　一
伊

／7／

醸　
　
、

．
1
9
1

歯
の
用
心
一
ロ
メ
モ

「
子
供
の
食
事
で

固
い
も
の
が
必
要
な
わ
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
お
母
さ
ん
方
は
子
供
の
．
食
事

で
、
毎
日
ど
ん
な
物
を
食
べ
さ

せ
た
ら
よ
い
か
と
日
頃
バ
ラ
ン

ス
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、

蛋
白
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
等
の
粉

末
が
売
ら
れ
て
お
り
、
手
軽
に

利
用
で
き
て
栄
養
学
的
に
は
ほ

ぽ
満
足
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
栄
養
学
的
に
十
分

で
も
、
子
供
の
体
全
体
の
発
育

と
い
う
点
で
は
疑
問
が
残
り
ま

す
。
と
い
う
の
は
、
子
供
の
食

事
の
中
に
固
い
む
の
が
あ
れ
ば
、

一
生
懸
命
に
噛
み
砕
く
た
め
に

顎
を
使
う
わ
け
で
、
そ
の
こ
と

が
、
顎
の
骨
や
筋
肉
の
成
長
を

促
し
ま
す
。
顎
の
骨
の
発
育
が

悪
い
と
　
歯
並
び
が
悪
く
な
り
、

む
し
歯
が
で
き
や
す
く
、
歯
槽

膿
漏
に
も
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
固
い
も
の
を
常
に
噛

む
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
刺
激
が

子
供
の
脳
の
発
達
に
か
か
せ
な

い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
事
は
、
子
供
の
歯
が

抜
け
て
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
り
、

む
し
歯
に
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
れ
ば
当
然
起
こ
る
可

能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の

よ
う
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

お
母
さ
ん
は
、
早
く
歯
医
者
さ

ん
に
行
っ
て
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会

5
月
3
日
に

　
　
松
之
山
町
國
囚
些
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
す
！
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入
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で
す
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着
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ち
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つ
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る
ラ
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ド
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て
通
学
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る
子
供
た
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は
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見
て
い
て
大
変
可
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い
い

も
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で
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．

　
ま
た
、
四
月
は
雪
消
え
の
時
期

で
も
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り
、
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数
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と
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る
月
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あ
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。
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い
の
も
こ
の
時
期

で
す
。

　
予
供
と
高
齢
者
を
事
故
か
ら
守

よく見たね
　　　車こないね
　　　　　　　渡れるね

る
た
め
、
保
育
所
・
学
校
・
家
庭

で
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
運
動
の
重
点
．
項
〕
は
、

一
、
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

二
、
若
者
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運

転
の
防
止

三
、
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト

　
ベ
ル
ト
の
着
川
の
徹
底

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
っ

て
、
安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

　■　一
伊

／7／

醸　
　
、

．
1
9
1

歯
の
用
心
一
ロ
メ
モ

「
子
供
の
食
事
で

固
い
も
の
が
必
要
な
わ
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
お
母
さ
ん
方
は
子
供
の
．
食
事

で
、
毎
日
ど
ん
な
物
を
食
べ
さ

せ
た
ら
よ
い
か
と
日
頃
バ
ラ
ン

ス
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、

蛋
白
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
等
の
粉

末
が
売
ら
れ
て
お
り
、
手
軽
に

利
用
で
き
て
栄
養
学
的
に
は
ほ

ぽ
満
足
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
栄
養
学
的
に
十
分

で
も
、
子
供
の
体
全
体
の
発
育

と
い
う
点
で
は
疑
問
が
残
り
ま

す
。
と
い
う
の
は
、
子
供
の
食

事
の
中
に
固
い
む
の
が
あ
れ
ば
、

一
生
懸
命
に
噛
み
砕
く
た
め
に

顎
を
使
う
わ
け
で
、
そ
の
こ
と

が
、
顎
の
骨
や
筋
肉
の
成
長
を

促
し
ま
す
。
顎
の
骨
の
発
育
が

悪
い
と
　
歯
並
び
が
悪
く
な
り
、

む
し
歯
が
で
き
や
す
く
、
歯
槽

膿
漏
に
も
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
固
い
も
の
を
常
に
噛

む
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
刺
激
が

子
供
の
脳
の
発
達
に
か
か
せ
な

い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
事
は
、
子
供
の
歯
が

抜
け
て
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
り
、

む
し
歯
に
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
れ
ば
当
然
起
こ
る
可

能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の

よ
う
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

お
母
さ
ん
は
、
早
く
歯
医
者
さ

ん
に
行
っ
て
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会

5
月
3
日
に

　
　
松
之
山
町
國
囚
些
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
す
！
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》耀二％

一
、
1働＿・扮

山火事防止運動

i
．
幽

〃　
　
＼

＝
あ
さ

・
〃

以，

4月1日～5月31日

ノ

　春はフェーン現象のため空気が大変乾燥し、火災の起こりや

すい状態となります。

　大切な資源を守るため、火の取り扱いには十分ご注意くださ

い○

○たき火の場所を離れる時は、完全に消火すること。

○たばこの吸いがらは必ず消すこと。

o車からたばこの吸いがらを投げ捨てないこと。

○強風又は異常乾燥の時には、たき火・火入れをしないこと。

○枯れ草等のある危険な場所では、たき火等はしないこと。

○火災とまぎらわしい煙を出すような場合は、事前に分遣所に

届出をしてください。’

一壺　　一　　幽闘劇燃やすまい　水のふるさと　緑の資源鎚

鳶睾　　　　　防ごう！山火事・留守火事
一1　　　ノ
釜妻釜i着言1ぎ火災多発1輿勘

窃めでた（出生）
いノしノ

健太ちゃん　　小野塚庸三さんの二男（藤倉）

お《や》み（露亡）

久保田善作さん　　81歳　　（湯之島〉　三五院

黒
①
が
正
解
。
　
「
身
を
捨
て
て
こ
そ
」
を
地
で

い
っ
た
よ
う
な
捨
て
石
で
す
。
白
②
と
黒
二
子

を
取
れ
ば
…
・

巨
阻
陸

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
㎜
　
皿

　
　
　
　
．
●

毒
韓

葺
熱
鴨
●
②

寸
斗
汁
聖
油
●

辻
⊥
斗
暑
ρ

正解者

　若井千代松さん（小　谷）

　木下　利夫さん（松之山）

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し

4
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ

当
ま
で
。
正
解
者
に
は

。場
広
報
担

●●
●
●
●

黒先白死（5手まで）

押す手なし

賢
有
段
を
め
ざ
し
て

5、

　　咳

雄大な自然の中でガンバル

選手仁ち階の大会スナップ）

・愈
ノ三

O

謬
羅
穆
即
韓
会

一
一
　
4
月
旭
日
開
催

、
．
　
　
　
U
宰
告
各
凌
の
募
あ
り
、

撫繋

誹
・
嶺
雛
、

　
　
　
組
別
は
喋
・
雀
．
卑
　
　
、
　
、
・
、

D

o　　”
　ドノノ1

オートマチック

A．T，車正しい操作で

安全運転

（急発進・急加速にこ用心）

　
面
倒
な
ク
ラ
ッ
チ
操
作
を
必
要

と
せ
ず
、
運
転
で
き
る
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
（
A
T
）
車
が
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道

さ
れ
て
い
る
A
T
車
に
よ
る
交
通

事
故
は
、
大
き
な
関
心
を
集
め
て

い
ま
す
。
安
全
運
転
の
た
め
に
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
車
と
の
操
作
方
法
の

違
い
や
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
の

運
転
の
基
本
を
正
し
く
理
解
し
、

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
A
T
車
の
注
意
事
項

1
、
エ
ン
ジ
ン
始
動
は
回
の
位
置

　
で
。

　
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す
る
前
に
、

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
そ
の

位
置
を
確
認
し
ま
す
。
次
に
ハ
ン

ド
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
し
て
、
右
足
で

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
し
っ
か
り
踏

ん
で
、
チ
ェ
ン
ジ
レ
バ
ー
が
囮
の

位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
エ

ン
ジ
ン
を
始
動
し
ま
す
。

※
A
T
車
は
、
チ
ェ
ン
ジ
レ
バ
ー

が
、
圃
か
図
以
外
で
は
、
エ
ン
ジ
ン

が
か
か
り
ま
せ
ん
。

2
、
発
進
時
は
右
足
で
ブ
レ
ー
キ

　
を
　
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
て
、
ブ

レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
し
っ
か
り
踏
ん

だ
ま
ま
、
チ
ェ
ン
ジ
レ
バ
ー
を
圃

か
ら
回
に
入
れ
、
そ
の
位
置
を
し

っ
か
り
確
認
し
ま
す
。
次
に
サ
イ

ド
ブ
レ
ー
キ
を
お
ろ
し
、
ブ
レ
ー

キ
ペ
ダ
ル
を
徐
々
に
放
し
、
ア
ク

セ
ル
ペ
ダ
ル
に
右
足
を
移
し
発
進

し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
ア
ク
セ
ル

ペ
ダ
ル
を
踏
ま
な
く
て
も
車
は
ゆ

っ
く
り
動
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
ク

リ
ー
プ
現
象
」
と
い
い
ま
す
。

3
、
信
号
待
ち
は
必
ず
ブ
レ
ー
キ

　
信
号
待
ち
で
止
ま
っ
て
い
る
と

き
は
、
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
し
つ

か
り
踏
み
、
必
ず
ハ
ン
ド
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
．
長
く
な
り

そ
う
な
と
き
は
、
レ
バ
f
を
圖
に
。

4
、
バ
ッ
ク
で
の
駐
車
は
ブ
レ
ー

　
キ
操
作
で

　
ク
リ
ー
プ
現
象
を
う
ま
く
利
用

し
ま
し
ょ
う
。
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル

を
踏
ま
な
い
で
、
ブ
レ
ー
キ
だ
け

で
車
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
で
き

る
だ
け
ゆ
っ
く
り
や
り
ま
し
ょ
う
。

※
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
は
、
信
号

の
多
い
市
街
地
な
ど
で
は
非
常
に

便
利
な
車
で
す
。
し
か
し
、
基
本

的
な
操
作
を
誤
ま
る
と
大
き
な
事

故
を
引
き
起
し
ま
す
。
十
分
注
意

し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
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つみぎで遊んでいるところ

顧
瀦

ひらたやすはるくん

◎樹

かいぬまなつみさん

　　　　　ね’．♂講

ぐ癖墨鍵

ト蔓一＿」
バスが夜の道を走っているところ

虞豫楢礁
！蝕　事1
ジャンケンポンをしているところ

なぐもゆうくん

▼
3
月
の
で
き
ご
と

711413　8

11日　1
15
日

議
会
運
営
委
員
会

3
月
議
会
定
例
会
（
9
H

ま
で
）

町
連
合
婦
人
会
役
員
会

鐸
子
福
祉
会
役
員
会

中
学
校
卒
業
式

町
総
合
計
画
審
議
会

温
泉
委
員
会

水
田
農
業
確
立
対
策
推
進

17

H
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

　
　
会

2
ー
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
．
長
会
議

艶
H
　
松
之
山
賃
金
協
定
会

24

口
農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

25
H
　
小
学
校
卒
業
式

26
日
　
第
6
回
　
ス
キ
ー
カ
ー
ニ

　
　
バ
ル

28
日
29
H
　
農
業
委
員
会
総
会

　
　
保
育
所
卒
園
式
（
松
之
山
・

　
　
布
川
）

30
H
　
保
育
所
卒
園
式
（
松
里
・

　
　
浦
田
）

▼
4
月
の
予
定

l
u
　
新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

45612107
1日日1

小
学
校
入
学
式

松
之
山
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
パ

ウ
ス
開
所
式
（
旧
三
省
小
）

中
幽
．
r
校
入
学
式

道
路
愛
護
会
・
土
地
改
良

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

町
観
光
協
会
役
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

第
三
回
　
松
之
山
温
泉
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

選
乎
権
大
会

編
集
後
記

　すっ

か
り
暖
か
く
な
っ
て
来
ま

し
た
。
高
田
の
桜
は
例
年
よ
り
二

週
間
も
早
く
咲
き
始
め
た
そ
う
で

す
。
で
も
、
こ
の
後
の
天
候
が
心

配
で
す
ね
．

　
四
月
に
人
り
、
松
之
山
町
に
と

っ
て
残
念
な
記
録
が
一
つ
生
ま
れ

ま
し
た
。
町
の
総
人
口
が
、
つ
い

に
四
乎
人
を
割
っ
て
三
月
未
で
三
、

九
六
〇
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
四
月
は
色
々
な
事
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
月
で
す
ね
。

四
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
九
六
〇
（
▲
四
七
）

　
　
男
／
一
、
九
三
九
（
▲
二
二
）

　
　
女
／
二
、
〇
二
一
（
▲
二
五
）

一
構
数
／
一
、
一
九
二
▲
六
）

π
　
）
内
は
三
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
四
月
号

　
平
成
元
年
四
月
一
〇
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
六
±
三
三
．

　
編
集
／
議
会
事
務
局

』
マ

広報
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㌔
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　鰯！驚1　　　1醤

　　　　　　　　　　　ぢ　　　　　　　　　編蟻敏．、　　鰐

一オ＼
、憾、

4
月
4
日

旧
三
省
小
学
校
校
舎
が

「
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
と

し
て
よ
み
が
え
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

東
京
小
平
市
に
あ
る

田
中
学
園
の
学
生
が
　
　
．

一
年
を
通
し
て
こ
こ
に

や
っ
て
来
ま
す
。


